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問　
「
交
付
税
で
自
治
体
の

財
源
不
足
は
賄
え
る
」
と
感

じ
ら
れ
る
が
、
改
め
て
「
普

通
交
付
税
」
の
定
義
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
る

答　

自
治
体
間
の
財
源
の
不

均
衡
を
調
整
。
国
内
ど
の
自

治
体
で
も
、
一
定
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
財
源
保
障
機
能
で
あ
る
。

国
が
国
税
を
徴
収
し
、
地
方

に
再
分
配
し
、
地
方
の
固
有

財
源
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

問　

28
年
度
の
不
用
額
は
、

8
億
4
千
万
円
余
り
で
あ
り
、

多
く
感
じ
る
。
発
生
原
因
は

答　

入
札
に
付
す
も
の
約

1
億
5
千
万
円
、
市
民
の
生

活
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

扶
助
費
約
8
千
万
円
、
負
担

金
補
助
お
よ
び
交
付
金
約
1 

億
3
千
万
円
、
除
排
雪
経
費

1
億
3
千
万
円
、
経
費
節
減

に
努
め
た
光
熱
水
費
や
事
務

費
等
の
物
件
費
な
ど
、
合
わ

せ
て
8
億
4
千
万
円
に
な
っ

た
。

問　

全
国
で
夕
張
市
と
豊
岡

市
だ
け
の
、
個
人
所
得
に
課

せ
ら
れ
る
超
過
課
税
は
、
決

算
に
照
ら
し
本
当
に
必
要
か

答　

都
市
計
画
税
の
廃
止
と

セ
ッ
ト
で
あ
る
。
旧
5
町
は

財
源
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

超
過
課
税
全
体
額
は
約
5 

億
2
千
万
円
。
な
お
足
り
な

い
た
め
下
水
道
料
金
の
改
定

を
お
願
い
し
、
そ
れ
で
何
と

か
下
水
道
会
計
を
賄
っ
て
い

る
。

問　

日
高
市
街
地
に
続
く
下

流
部
虹
の
街
、
上
石
、
西
芝

地
区
の
内
水
問

題
の
今
後
の
対

策
方
針
・
調
査

に
つ
い
て
は
ど

う
か

答　

円
山
川
河

川
整
備
計
画
に

基
づ
き
、
引
き

続
き
国
、
県
と

連
携
し
な
が
ら

今
後
の
方
針
、

計
画
を
検
討
し

て
い
く
。

Ｆ
ｏ
ｒ　

市
民

予
算
組
み
、
執
行
は
適
正
に

関貫久仁郎 議員
（かがやき）

問　
「
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
」
は

改
修
費
が
16
億
円
必
要
と
し

て
突
然
廃
止
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。
出
石
の
人
た
ち
は

驚
愕
し
て
い
る
。
旧
出
石
町

民
に
と
っ
て
は
町
の
宝
で
あ

り
誇
り
だ
。
住
民
に
説
明
も

せ
ず
い
き
な
り
の
決
定
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
。「
ひ
ぼ

こ
ホ
ー
ル
」
は
残
す
べ
き
だ

答　

開
館
か
ら
23
年
経
っ
て

お
り
音
響
・
照
明
・
設
備
な

ど
の
更
新
期
を
迎
え
て
い
る
。

調
査
で
は
16
億
円
必
要
で
あ

り
、
財
政
的
に
み
て
負
担
で

き
な
い
。
16
億
円
使
う
な
ら

市
民
生
活
の
別
の
と
こ
ろ
に

役
立
て
る
べ
き
と
判
断
し
た
。

問　

合
併
後
、
毎
年
維
持
管

理
、
舞
台
装
置
、
照
明
な
ど

の
点
検
を
定
期
的
に
行
っ
た

結
果
は

答　

毎
年
点

検
し
て
お
り
、

そ
の
都
度
修

繕
等
し
て
き

た
。
今
回
初

め
て
全
体
的

な
点
検
を
行

い
、
存
続
す

る
な
ら
全
面

的
な
や
り
替

え
が
必
要
と

分
か
っ
た
。

問　

合
併
以

後
「
ひ
ぼ
こ

ホ
ー
ル
」
の

修
繕
に
ど
の

程
度
の
予
算

を
投
じ
た
の
か

答　

合
併
の
直
前
に
9
0
0

万
円
、
そ
の
後
に
3
6
3
7 

万
円
。
ト
ー
タ
ル
で
4
5
3 

7
万
円
だ
。

問　

16
億
円
で
な
く
今
何
が

必
要
か
を
み
る
と
5
億
円
程

度
で
は
な
い
か

答　

5
億
円
か
け
て
上
か
ら

落
ち
て
く
る
も
の
を
防
ぐ
応

急
処
置
を
し
て
も
、
エ
ア
コ

ン
の
故
障
、
漏
電
、
雨
漏
り

な
ど
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

問　

新
し
く
建
て
替
え
る
ほ

ど
の
金
額
で
は
な
い
か
。
23

年
使
っ
て
そ
う
な
っ
て
し
ま

う
の
か
疑
問
に
思
う
。
再
見

積
も
り
の
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か

答　

仮
に
屋
根
・
壁
部
分
を

直
し
て
も
、
電
気
、
空
調
、

舞
台
、
音
響
、
照
明
設
備
な

ど
全
て
換
え
る
こ
と
に
な
る
。

ト
ー
タ
ル
と
し
て
は
16
億
円

は
16
億
円
だ
。
小
ホ
ー
ル
は

よ
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
機
能
を
ど
う
す
る
の
か
議

論
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

一 般 質 問市政を問う
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
廃
止
は

�

市
民
の
理
解
得
ら
れ
な
い

奥村　忠俊 議員
（日本共産党・あおぞら
豊岡市会議員団）

存続が求められる「ひぼこホール」

国
の
仕
送
り
？

「
交
付
税
」っ
て
何
？

適
正
な
予
算
づ
く
り

と
執
行
を

日
高
の
内
水
問
題
の

早
期
の
調
査
・
対
策
を

5
千
万
円
を

や
り
く
り
で
き
な
い
か

水が来ない八代川排水機場　導入路の整備を！
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

問　

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が

人
間
と
同
等
の
受
け
答
え
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
30
年

後
に
は
全
人
類
の
能
力
を
超

越
す
る
と
言
う
研
究
者
も
あ

る
。
市
基
本
構
想
へ
の
記
載

の
背
景
、
市
民
へ
の
対
応
は

答　

2
0
3
0
年
頃
に
は
日

本
の
労
働
力
人
口
の
約
49
％

の
仕
事
は
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ

ト
に
置
き
換
わ
る
と
の
研
究

結
果
が
あ
る
。
社
会
的
イ
ン

パ
ク
ト
は
相
当

大
き
い
。
今
、

子
ど
も
た
ち
に

も
備
え
を
し
な

く
て
は
な
ら
な

い
。

問　

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
仲
人
の
応

募
人
数
は

答　

61
人
の
応

募
が
あ
り
、
53

名
を
登
録
し
た
。

問　

移
住
相
談

件
数
、
お
よ
び

移
住
者
数
の
実

績
は

答　

本
年
8
月
ま
で
に
77
件

の
移
住
相
談
を
受
け
、
14
組

25
名
の
移
住
実
績
を
得
た
。

問　

間
伐
作
業
道
の
活
用
を

含
め
た
緩
衝
帯
の
整
備
、
有

害
獣
の
侵
入
を
防
ぐ
専
門
家

の
講
演
会
開
催
の
方
針
は

答　

緩
衝
帯
整
備
は
実
施
が

可
能
か
森
林
組
合
と
検
討
を

行
う
。
講
演
会
の
開
催
は
、

機
会
を
多
く
提
供
し
た
い
。

問　

遊
休
農
地
の
解
消
、
発

生
防
止
の
取
組
み
は

答　

農
地
中
間
管
理
機
構
の

利
用
を
促
す
な
ど
地
元
の
意

向
を
尊
重
し
取
り
組
む
。

問　

北
近
畿
豊
岡
道
の
「
道

の
駅
」
整
備
の
可
能
性
は

答　

概
ね
位
置
が
決
ま
り
採

算
性
を
検
討
し
判
断
し
た
い
。

問　

平
成
16
年
の
台
風
23
号

に
よ
る
被
害
の
未
整
備
箇
所

の
対
応
は

答　

現
場
の
状
況
を
見
な
が

ら
対
応
を
検
討
す
る
。

問　

市
指
定
文
化
財
の
管
理

保
全
対
策
は

答　

管
理
は
所
有
者
が
行
い
、

市
は
、
修
理
、
保
守
経
費
の

補
助
、
助
言
を
行
う
。

問　

地
域
の
子
ど
も
を
地
域

で
育
て
る
に
は
学
校
、
地
域
、

保
護
者
の
立
場
で
の
役
割
に

つ
い
て
共
通
認
識
が
不
可
欠

と
考
え
る
が

答　

地
域
の
持
つ
教
育
環
境

を
生
か
し
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
育
て
る
と
い
う
認
識

を
共
有
し
取
り
組
み
た
い
。

問　

た
ん
の
吸
引
や
胃
ろ
う

等
に
よ
る
栄
養
注
入
な
ど
が

必
要
な
医
療
的
ケ
ア
児
向
け

の
通
所
施
設
づ
く
り
が
徐
々

に
広
が
り
つ
つ
あ
る
が
、
市

の
現
状
と
今
後
の
計
画
は
ど

う
か

答　

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

子
ど
も
向
け
の
通
所
施
設
は

な
い
が
、
今
年
度
中
に
策
定

予
定
の
第
5
期
障
害
福
祉
計

画
、
お
よ
び
第
1
期
障
害
児

福
祉
計
画
の
中
で
、
今
後
必

要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
見

込
み
量
を
検
討
し
、
計
画
の

中
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

問　

市
内
の
外
来
生
物
の
種

別
数
、
お
よ
び
個
体
数
の
現

状
は
ど
う
か
。
ま
た
、
増
え

続
け
る
外
来
生
物
の
駆
除
の

現
状
と
今
後
の
対
策
は
ど
う

か答　

県
で
は
但
馬
内
の
外
来

生
物
は
、ヌ
ー
ト
リ
ア
、ア
ラ

イ
グ
マ
等
63
種
類
を
把
握
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

体
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

市
内
に
お
け
る
外
来
生
物
の

駆
除
対
策
は
鳥
獣
保
護
管
理

法
に
基
づ
き
有
害
捕
獲
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
は
、
生
態

系
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

の
あ
る
生
き
物
リ
ス
ト
を
作

成
し
、
効
果
的
な
外
来
生
物

駆
除
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の

装
備
は
、
夜
間
作
業
時
に
両

手
が
使
え
る
な
ど
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
一
部
配
備
は
し

て
い
る
が
団
員
全
員
に
配
備

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
大

規
模
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
油
圧
ジ
ャ

ッ
キ
等
の
救
助
活
動
用
資
機

材
を
配
備
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か

答　

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の

必
要
性
は
十
分
に
理
解

し
て
い
る
。
今
後
、
ヘ

ッ
ド
ラ
イ
ト
も
含
め
優

先
的
に
配
備
す
べ
き
も

の
を
見
極
め
て
、
来
年

度
以
降
も
年
次
的
に
団

員
装
備
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。

市政を問う

Ａ
Ｉ
の
台
頭
で
子
ど
も
た
ち

働
く
場
は
ど
う
な
る

野口　逸敏 議員
（とよおか市民クラブ）

障
が
い
児（
者
）福
祉
の

�

さ
ら
な
る
充
実
を

西田　　真 議員
（ひかり）

地域の子どもたち

医療的ケア児（者）の環境整備を
（ＮＰＯ法人医療的ケアネットＨＰから引用）

医
療
的
ケ
ア
児
の

通
所
施
設

外
来
生
物
の
実
態
と
駆
除

消
防
団
の
装
備


